
て
頒
送
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
貴
国
王
に
備
咨
す
。
希
わ
く
は
、
頒
到
せ
る

大
清
乾
隆
五
十
四
年
分
の
時
憲
書
を
将
て
欽
遵
し
て
凜
ん
で
受
け
、
臣
民
に

頒
佈
し
、
共
に
聖
朝
数
理
の
淵
深
を
窺
い
、
東
海
疆
隅
の
時
刻
を
占
す
る
を

得
ら
れ
ん
こ
と
を
。
仍
お
祈
る
ら
く
は
、
収
頒
せ
る
縁
由
を
将
て
咨
覆
し
て

施
行
せ
ん
こ
と
を
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
、
咨
送
せ
る
綾
書
二
十
本
あ
り

右
、
琉
球
国
中
山
王
尚
（
穆
）
に
咨
す

乾
隆
五
十
四
年
（
一
七
八
九
）
四
月
十
八
日

注
＊
本
文
書
の
咨
覆
は
〔
七
五―

一
九
〕
で
あ
る
。

2-74-12

福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
尚
穆
あ
て
、
厳
禁
の
大
黄
の
収
買

を
許
可
す
る
上
諭
を
通
知
す
る
旨
の
咨
文

（
乾
隆
五
十
四
《
一
七
八
九
》
、
閏
五
、
二
）

　

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
上
諭
を
欽
奉
す
る
事
の
為
に
す
。

　

乾
隆
五
十
四
年
三
月
初
十
日
、
巡
撫
部
院
徐
（
嗣
曾
）
の
憲
牌
を
奉
け
た

る
に
、
乾
隆
五
十
四
年
三
月
初
九
日
、
兵
部
の
火
票
も
て
逓
到
せ
る
大
学
士

公
阿
（
桂
）
、
大
学
士
伯
和
（
珅
）
の
字
寄
を
准
け
た
る
に
、
盛
京
将
軍
、

直
隷
・
山
東
・
江
南
・
閩
浙
・
広
東
の
各
督
撫
、
乾
隆
五
十
四
年
二
月
二
十

六
日
、
上
諭
を
奉
ず
。

　

現
在
、
洽
克
図
は
俄
羅
斯
と
貿
易
す
る
を
准
さ
ず
。
而
れ
ど
も
大
黄
一
種

は
尤
も
俄
羅
斯
の
必
需
の
物
た
れ
ば
、
已
に
節
次
に
旨
を
降
し
、
新
疆
の
駐

箚
大
臣
に
俄
羅
斯
に
通
ず
べ
き
の
処
所
に
于
て
厳
密
に
査
禁
し
、
私
行
、
透

漏
の
情
事
有
る
を
許
す
毋
か
れ
、
と
伝
諭
せ
し
む
。
嗣
い
で
明
亮
、
福
崧
等

の
奏
に
拠
る
に
、
喀
什
噶
爾
・
阿
克
蘇
等
の
処
に
在
り
て
大
黄
を
私
販
し
て

竟
に
数
千
余
斤
の
多
き
有
る
を
査
出
す
。
復
た
旨
を
降
し
分
別
し
て
厳
し
く

治
罪
す
る
に
よ
り
、
其
の
失
察
せ
る
の
大
臣
等
は
部
に
交
し
て
議
処
せ
し

め
、
並
び
に
図
薩
布
、
仏
寧
に
諭
令
し
て
広
東
沿
海
関
口
に
于
て
一
体
に
厳

飭
し
て
寔
力
稽
査
せ
し
め
、
奸
商
の
大
黄
を
私
販
し
て
出
洋
す
る
を
許
す
毋

か
ら
し
む
。
即
ち
澳
門
貿
易
の
洋
行
も
亦
た
其
れ
を
透
漏
し
て
夾
帯
す
る
に

任

に
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
。
本
日
、
又
、
伊
桑
阿
の
奏
に
拠
る
に
、
哈
密

地
方
に
于
て
大
黄
五
千
余
斤
を
私
販
す
る
を
査
出
し
、
已
に
各
犯
を
将
て
勒

保
等
に
解
交
し
審
辦
せ
し
む
、
等
の
語
あ
り
。
已
に
另
に
清
字
の
諭
旨
を
降

し
、
勒
保
等
を
し
て
審
辦
せ
し
む
。
因
り
て
思
う
に
、
各
省
地
方
は
特
だ
に

広
東
の
み
洋
面
に
瀕
臨
す
る
の
み
な
ら
ず
、
即
ち
盛
京
・
直
隷
・
山
東
・
閩

浙
・
江
南
等
の
省
も
倶
沿
海
の
口
岸
有
り
。
現
在
、
粤
省
は
已
経
に
飭
禁
す

る
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
奸
商
等
、
或
い
は
又
、
各
該
省
の
海
道
よ
り
大
黄
を

将
て
私
販
し
て
出
洋
し
、
俄
羅
斯
と
附
近
せ
る
番
地
に
偸
売
し
、
転
售
し
て

利
を
獲
る
を
希
図
す
る
も
亦
た
未
だ
定
む
べ
か
ら
ず
。
着
し
て
盛
京
将
軍
、

直
隷
・
江
南
・
閩
浙
・
山
東
の
各
督
撫
に
伝
諭
し
、

各

沿
海
口
岸
に
於
て

飭
属
し
て
寔
力
稽
査
せ
し
め
、
内
地
の
奸
商
の
私
か
に
大
黄
を
将
て
偸
販



し
、
番
船
に
売
与
し
て
夾
帯
し
出
洋
す
る
を
許
す
毋
か
れ
。
並
び
に
広
東
督

撫
に
着
し
て
務
め
て
宜
し
く
前
旨
を
遵
照
し
厳
し
く
査
禁
す
る
を
行
じ
、
稍

も
偸
漏
有
る
毋
か
ら
し
め
よ
。
此
の
由
を
将
て
四
百
里
に

各
伝
諭
し
之
を

知
ら
し
め
よ
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
め
り
。
旨
に
遵
い
て
寄
信
し
て
前
来
せ

り
。
院
に
到
れ
ば
司
に
行
る
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。

　

又
、
旨
諭
を
欽
奉
す
る
事
の
為
に
す
。

　

乾
隆
五
十
四
年
五
月
十
三
日
、
巡
撫
部
院
徐
（
嗣
曾
）
の
憲
案
を
奉
け
た

る
に
、
乾
隆
五
十
四
年
五
月
十
二
日
、
火
票
も
て
逓
到
せ
る
大
学
士
伯
和

（
珅
）
の
字
寄
あ
り
。
盛
京
将
軍
、
直
隷
・
江
南
・
閩
浙
・
山
東
・
陜
甘
・

広
東
の
各
督
撫
、
乾
隆
五
十
四
年
四
月
二
十
一
日
、
上
諭
を
奉
ず
。

　

前
因
に
内
地
の
大
黄
一
種
は
俄
羅
斯
の
必
需
の
物
た
れ
ば
透
漏
を
致
す
を

恐
る
。
節
次
、
新
疆
の
駐
箚
大
臣
に
伝
諭
し
て
厳
密
に
査
禁
し
、
並
び
に
瀕

臨
の
海
口
、
各
省
に
諭
令
し
て
一
体
に
寔
力
稽
査
し
、
奸
商
の
私
行
、
偸
販

を
許
す
毋
か
れ
。
本
日
、
伍
拉
納
等
の
覆
奏
に
拠
る
に
、
毎
年
興
泉
永
道
を

し
て
五
百
斤
を
官
買
せ
し
め
、
台
湾
鎮
道
に
帯
交
し
て
各
舗
に
配
発
し
て
価

を
繳
め
て
領
售
す
。
其
れ
琉
球
貢
使
の
回
国
す
る
に
薬
料
を
購
買
せ
ん
と
す

る
時
は
、
需
む
る
所
の
大
黄
は
毎
歳
三
、
五
百
斤
の
数
を
逾
え
る
を
得
ず
、

官
伴
人
等
の
夾
帯
す
る
を
許
す
無
し
、
等
の
語
あ
り
。
辦
ず
る
所
、
甚
だ
是

な
り
。
此
よ
り
沿
海
の
関
口
、
査
禁
す
る
こ
と
森
厳
に
し
て
、
各
省
、
寔
力

も
て
奉
行
す
れ
ば
、
奸
商
の
私
販
の
弊
は
杜
絶
す
る
を
期
す
べ
し
。
第
だ
思

う
に
、
大
黄
一
種
は
内
地
の
薬
餌
の
必
需
の
所
た
れ
ば
、
若
し
禁
を
設
く
る

こ
と
厳
に
過
ぎ
れ
ば
、
以
て
販
運
前
ま
ざ
る
を
致
さ
ん
。
民
間
に
於
て
も
亦

た
未
だ
便
な
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
即
ち
台
湾
一
郡
の
如
き
は
、
遠
く
海
外
に

在
る
と
雖
も
、
究
に
内
地
に
属
す
。
該
処
は
向
よ
り
瘴
疫
多
く
、
民
間
療
治

に
大
黄
を
常
用
す
。
是
れ
此
の
種
の
薬
物
は
更
に
欠
く
べ
か
ら
ず
。
総
じ
て

須
ら
く
員
弁
等
に
飭
令
し
、
妥
く
経
理
を
為
さ
し
む
べ
し
。
既
に
商
販
を
し

て
暗
に
外
洋
に
漏
ら
し
め
ず
。
復
た
民
人
を
し
て
療
疾
に
資
す
る
を
得
さ
し

め
、
欠
乏
す
る
を
虞
る
る
無
か
ら
し
め
ば
方
め
て
、
噎
に
因
り
て
食
を
癈
す

る
致
さ
ざ
る
な
り
。
回
部
地
方
に
至
り
て
は
、
内
地
と
気
候
同
じ
か
ら
ず
、

本
よ
り
大
黄
を
需
む
無
か
る
べ
き
の
処
な
れ
ば
、
況
ん
や
安
集
延
は
俄
羅
斯

と
道
路
通
ず
べ
け
れ
ば
、
如
し
回
地
に
運
販
す
れ
ば
転
輾
と
し
て
偸
漏
す
る

の
情
弊
無
き
を
保
ち
難
し
。
著
し
て
勒
保
に
伝
諭
し
、
嘉
峪
等
の
処
に
于
て

緊
要
の
関
隘
に
て
は
、
必
ず
須
ら
く
厳
し
く
飭
禁
す
る
を
行
わ
し
め
、
糸
毫

も
夾
帯
す
る
を
准
さ
ざ
れ
ば
、
方
に
妥
善
た
る
べ
し
。
此
れ
を
将
て

各

伝

諭
し
て
之
を
知
ら
し
め
よ
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
め
り
。
旨
に
遵
い
寄
信
し

て
前
来
す
。
院
に
到
れ
ば
司
に
行
る
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。

　

茲
に
遣
発
の
期
に
当
た
れ
ば
、
合
に
就
ち
に
移
知
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に

貴
国
王
に
備
咨
す
。
請
煩
わ
く
は
査
照
し
て
一
体
に
欽
遵
し
施
行
せ
ら
れ
ん

こ
と
を
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
琉
球
国
中
山
王
尚
（
穆
）
に
咨
す

乾
隆
五
十
四
年
（
一
七
八
九
）
閏
五
月
初
二
日

注
＊
本
文
書
の
咨
覆
は
〔
七
五―

二
二
〕
で
あ
る
。



（1

）

火
票　

北
京
か
ら
地
方
へ
公
文
書
を
発
送
す
る
際
に
兵
部
か
ら
各
駅
へ
交

付
す
る
旅
程
及
び
発
着
日
時
等
を
記
載
し
た
証
明
書
（
『
清
国
行
政
法
』
第

三
巻
、
三
四
五
頁
）
。

（2

）

大
学
士　

内
閣
を
構
成
す
る
役
職
。
大
学
士
四
名
（
満
洲
人
二
人
、
漢
人

二
人
）、
協
辦
大
学
士
二
名
（
満
洲
人
一
名
、
漢
人
一
名
）
な
ど
が
あ
り
、

　

皇
帝
が
下
す
べ
き
上
諭
の
草
案
の
起
草
（
こ
れ
を
票
擬
ま
た
は
票
簽
と
い

う
）
を
主
な
任
務
と
す
る
。

（3

）

阿
（
桂
）　

康
煕
五
十
六
～
嘉
慶
二
年
（
一
七
一
七
～
九
七
）
。
満
洲
正
藍

旗
の
人
。
乾
隆
三
年
の
挙
人
。
金
川
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
、
回
部
の
征
討
に
従

い
、
二
十
五
年
に
伊
犁
（
イ
リ
）
に
駐
屯
し
功
績
を
あ
げ
る
。
二
十
八
年

軍
機
大
臣
、
三
十
二
年
伊
犁
将
軍
と
な
る
。
そ
の
後
も
緬
甸
（
ミ
ャ
ン

マ
ー
）、
金
川
な
ど
を
平
定
。
こ
れ
に
よ
り
四
十
一
年
誠
謀
英
勇
公
と
な

り
、
協
辦
大
学
士
と
な
っ
た
。
そ
の
間
内
閣
大
学
士
な
ど
を
務
め
た
（
『
清

史
稿
』
巻
三
一
八
、「
列
伝
」
一
〇
六
）
。

（4

）
字
寄　

軍
機
処
よ
り
出
さ
れ
る
機
密
文
書
の
一
つ
。
雍
正
帝
以
後
、
軍
機

処
が
皇
帝
に
代
わ
っ
て
各
大
臣
に
送
っ
た
書
簡
で
諭
旨
を
伝
え
る
文
書
の

冒
頭
に
置
い
た
。
乾
隆
年
間
に
は
「
某
臣
某
字
寄
某
大
臣
、
某
年
某
月
某

日
、
上
諭
を
奉
ず
」
の
よ
う
に
、
字
寄
の
語
の
前
に
「
軍
機
大
臣
の
官
称
、

姓
名
」
を
書
い
た
。
乾
隆
以
後
は
単
に
「
軍
機
大
臣
字
寄
某
大
臣
、
某
年

某
月
某
日
、
上
諭
を
奉
ず
」
と
だ
け
記
し
た
（
劉
文
傑
『
歴
史
文
書
用
語

辞
典
』
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
参
照
）
。

（5

）
盛
京
将
軍　

盛
京
省
（
ほ
ぼ
今
の
遼
寧
省
に
相
当
す
る
）
の
駐
防
八
旗
の

総
帥
。
乾
隆
三
十
年
ま
で
奉
天
府
の
府
尹
大
臣
（
民
政
長
官
）
を
兼
管
し

た
が
、
以
後
は
省
最
高
の
武
官
と
し
て
、
軍
政
の
全
権
を
掌
握
し
、
ま
た

旗
人
に
関
す
る
事
務
を
統
括
し
た
（
『
清
国
行
政
法
』
第
二
篇
第
四
章
第
二

節
参
照
）
。

（6

）
洽
克
図　

恰
克
図
と
同
じ
。
地
名
。
キ
ャ
フ
タ
。
現
在
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
共

和
国
の
都
市
。
ロ
シ
ア
連
邦
に
属
す
。
蒙
古
と
の
国
境
に
近
い
。
一
六
八
九

年
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
で
ロ
シ
ア
と
清
国
の
間
で
両
国
は
国
境
を
定
め
、

一
七
二
七
年
の
キ
ャ
フ
タ
条
約
に
よ
り
ロ
シ
ア
・
清
国
の
交
易
の
地
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
条
約
は
満
洲
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
で
記
さ
れ
た
。

（7

）
俄
羅
斯　

ロ
シ
ア
。

（8

）
大
黄　

漢
方
生
薬
の
一
つ
。
瀉
下
作
用
が
あ
り
、
下
剤
、
健
胃
剤
と
し
て

珍
重
さ
れ
る
。
タ
デ
科
の
植
物
で
そ
の
根
茎
を
乾
燥
さ
せ
て
用
い
る
。
根

茎
が
黄
色
い
こ
と
か
ら
大
黄
と
称
さ
れ
る
。

（9

）
駐
箚　

任
地
に
留
ま
る
。

（10

）
明
亮　

富
察
氏
。
満
洲
鑲
黄
旗
の
人
。
乾
隆
三
十
年
伊
犂
領
隊
大
臣
と
な

り
、
四
十
八
年
伊
犂
将
軍
と
な
る
。
そ
の
後
鑲
紅
旗
蒙
古
都
統
、
刑
部
尚

書
な
ど
を
歴
任
し
た
（
『
清
史
稿
』
巻
三
三
〇
、「
列
伝
」
一
一
七
）
。

（11

）
福
崧　

？
～
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
。
烏
雅
氏
。
満
洲
正
黄
旗
の

人
。
乾
隆
四
十
七
年
浙
江
巡
撫
、
五
十
二
年
阿
克
蘇
辦
事
大
臣
と
な
り
、

五
十
四
年
葉
爾
羌
参
賛
大
臣
と
な
る
（
『
清
史
稿
』
巻
三
三
八
、
「
列
伝
」

一
二
五
）
。

（12

）
喀
什
噶
爾　

地
名
。
カ
シ
ュ
ガ
ル
。
現
在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
西
部

に
あ
る
都
市
の
一
つ
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
西
端
に
位
置
す
る
。

（13

）
阿
克
蘇　

地
名
。
ア
ク
ス
。
現
在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
西
部
に
あ
る

都
市
の
一
つ
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
北
辺
に
位
置
す
る
。

（14

）
図
薩
布　

乾
隆
五
十
一
年
五
月
か
ら
五
十
四
年
六
月
ま
で
広
東
巡
撫
（
『
清

史
稿
』
巻
二
〇
二
、「
疆
臣
年
表
」
六
）
。

（15

）
仏
寧　

乾
隆
五
十
四
年
二
月
二
十
一
日
付
け
の
奏
摺
に
粤
海
関
監
督
と
し

て
名
が
み
え
る
（
『
宮
中
檔
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
七
一
輯
、
三
〇
四
～
三
〇
五

頁
）
。

（16

）
洋
行　

清
代
、
外
国
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
官
許
商
人
団
（
中
国
商
人
）

の
通
称
。

（17

）
伊
桑
阿　

満
洲
鑲
黄
の
人
。
挙
人
。
乾
隆
五
十
一
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で

哈
密
辦
事
大
臣
（
『
清
代
職
官
年
表
』
、
『
清
史
稿
』
巻
二
〇
六
、
「
疆
臣
年



表
」
十
）
。

（18

）
哈
密　

地
名
。
ハ
ミ
。
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
東
部
に
あ
る
都
市
の
一
つ
。

（19
）
勒
保　

費
莫
氏
。
字
は
宜
軒
。
謚
は
文
襄
。
満
洲
鑲
紅
旗
の
人
。
乾
隆

五
十
一
年
九
月
か
ら
五
十
三
年
七
月
ま
で
山
西
巡
撫
を
務
め
た
。
五
十
二

年
六
月
か
ら
は
陝
甘
総
督
を
兼
任
し
た
（
『
清
史
稿
』
巻
三
四
四
、「
列
伝
」

一
三
一
）
。

（20

）
清
字
の
諭
旨　

満
洲
語
の
み
の
諭
旨
。

（21

）
偸
売　

こ
っ
そ
り
と
売
る
。
密
売
。

（22

）
安
集
延　

地
名
。
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
。
現
在
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
東
端
の

フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
に
位
置
す
る
。

（23

）
回
地　

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
住
む
土
地
。

（24

）
関
隘　

関
津
把
隘
。
関
津
は
水
陸
の
交
通
上
の
要
衝
。
把
隘
は
軍
事
上
の

要
所
か
。


